
 

 

北見市における景気動向調査報告書 
< 第 Ⅱ 四 半 期 > 

 

北 見 商 工 会 議 所 

 

Ⅰ．調 査 要 領 

 

１．調査時点及び調査対象期間 

（１）調 査 時 点       令和２年１０月１６日 

（２）調査対象期間 令和２年７月～９月期実績および令和２年１０月～１２月期見通しについて調査

した。 

２．調 査 対 象             

  北見市に所在する企業を対象に、製造業、建設業、卸売業、小売業、サービス業の５業種１５０社 

 を往復ハガキにより調査した。 

３．回 収 状 況             

 

     企業数 

業 種 
対象企業数 回答企業数 回 答 率 

製 造 業 ３０社 ２５社 ８３．３％ 

建 設 業 ３０社 ２４社 ８０．０％ 

卸 売 業 ３０社 ２１社 ７０．０％ 

小 売 業 ３５社 ２９社 ８２．８％ 

サービス業 ２５社 ２１社 ８４．０％ 

合   計 １５０社 １２０社 ８０．０％ 

 

注）本調査結果の中で、Ｄ・Ｉ値とある記号は、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）で 

 好転企業割合から悪化企業割合を差し引いた値を示す 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 



 

 

Ⅱ . 概   況 

 

《 全 体 の 動 き 》 

 

 令和２年度第Ⅱ四半期<７月～９月>の北見市における業況は、前年比で「好転企業」１１．７％、「悪

化企業」６０．８％、「好転」から「悪化」を差し引いたＤ・Ｉ値は△４９．１となっています。 

前年同期（△１２．８）との比較では３６．３ポイントの悪化傾向を示しました。また、前期調査    

<令和２年度第Ⅰ四半期>と比較してみると前回△５４．１→今回△４９．１と５．０ポイントの好転傾

向を示しています。 

 今回の業況を業種別で見ると、製造業Ｄ・Ｉ値△６８．０、建設業Ｄ・Ｉ値△１２．５、卸売業Ｄ・

Ｉ値△５２．４、小売業Ｄ・Ｉ値△５５．２、サービス業Ｄ・Ｉ値△５７．１となっており、前年同期

調査と比較すると、建設業のみで８．４ポイントの改善が見られましたが、製造業で６８．０ポイント、

サービス業で５７．１ポイント、小売業で３７．９ポイント、卸売業で２９．３ポイントの大幅な悪化

となっており、予断を許さない状況が続いています。 

 来期の見通しを全業種で見ると「好転企業」１１．７％、「悪化企業」５８．３％でＤ・Ｉ値△４６．

６と、前年同期見通し（△２７．４）に比べ１９．２ポイントの大幅な悪化となっており、厳しい状況

が続く来期見通しとなっています。 

 

 

《 業 種 別 の 動 き 》 

     

１）製 造 業        生 産 高        前年比で「増加企業」１２．０％、「減少企業」６４．０％、 

                    Ｄ・Ｉ値△５２．０と前年同期（△３．８）に比べ４８．２ポ

イントの大幅な悪化となりました。 

 

           採   算   前年比で「好転企業」４．０％、「悪化企業」６０．０％、 

                    Ｄ・Ｉ値△５６．０と前年同期（△１１．５）に比べ４４．５

ポイントの大幅な悪化となりました。 

 

           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△４８．０、生産高Ｄ・Ｉ値△４０．０、資金

繰りＤ・Ｉ値△４４．０と、前年同期に比べ全てのＤ・Ｉ値

で大幅な悪化を示しました。 

 

 

２）建 設 業        完成工事高   前年比で「増加企業」３７．５％、「減少企業」４１．７％、 

                    Ｄ・Ｉ値△４．２と、前年同期（△３３．３）に比べ２９．１

ポイントの大幅な好転となりました。 

 

           採   算   前年比で「好転企業」２５．０％、「悪化企業」３３．３％、 

                   Ｄ・Ｉ値△８．３と、前年同期（△２９．２）に比べて２０．

９ポイントの大幅な好転傾向を示しました。 

 

           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△４１．７、完成工事高Ｄ・Ｉ値△４５．８、 

                  資金繰りＤ・Ｉ値△２５．０と前年同期と比べ業況は変わらな

いものの、他のＤ・Ｉ値は悪化傾向を示しました。 

 

 

 



 

 

３）卸 売 業   売 上 高   前年比で「増加企業」１４．３％、「減少企業」６６．７％、 

                    Ｄ・Ｉ値△５２．４と前年同期（△１１．５）と比べ４０．９

ポイントの大幅な悪化となりました。 

 

             採   算   前年比で「好転企業」１４．３％、「悪化企業」５２．４％、 

                    Ｄ・Ｉ値△３８．１と前年同期（△３０．８）に比べ７．３ポ

イントの悪化を示しました。 

 

           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△５２．４、売上高Ｄ・Ｉ値△５２．４、資金

繰りＤ・Ｉ値△２３．８と前年同期に比べすべてのＤ・Ｉ値で

大幅な悪化を示す結果となりました。 

 

                

４）小 売 業   売 上 高   前年比で「増加企業」１０．３％「減少企業」６２．１％、 

                  Ｄ・Ｉ値△５１．８と前年同期（△２１．８）に比べ３０．０

ポイントの大幅な悪化となりました。 

 

           採   算   前年比で「好転企業」１０．３％「悪化企業」５５．２％、 

                  Ｄ・Ｉ値△４４．９と前年同期（△２１．８）から２３．１ポ

イントの大幅な悪化傾向を示しました。 

 

           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△４１．４、売上高Ｄ・Ｉ値△４１．４、資金

繰りＤ・Ｉ値△４１．４と前年同期と比べ全てのＤ・Ｉ値で大

幅な悪化傾向を示しました。 

           

 

５）サービス業   売 上 高   前年比で「増加企業」４．８％、「減少企業」６６．７％、 

                   Ｄ・Ｉ値△６１．９と、前年同期（０．０）に比べ６１．９ポ

イントの大幅な悪化を示しました。 

 

           採   算    前年比で「好転企業」０．０％、「悪化企業」６６．７％、 

                   Ｄ・Ｉ値△６６．７と前年同期（△５．６）に比べ、６１．１

ポイントの大幅な悪化を示しました。 

 

                     来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△５２．４、売上高Ｄ・Ｉ値△５２．４、資金 

                    繰りＤ・Ｉ値△５２．３と前年同期に比べ、業況と売上高のＤ・

Ｉ値は３．２ポイントの好転を示しましたが、資金繰りは大幅

な悪化を示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

業 種 別   経 営 上 の 問 題 点            

 
１ 位 ２ 位 ３ 位 ４ 位 ５ 位 

製 造 業 得 意 先 減 少 人 材 不 足 人 件 費 増 諸 経 費 増 同業者間の競合 

建 設 業 人 材 不 足 諸 経 費 増 人 件 費 増 同業者間の競合 得 意 先 減 少 

卸 売 業 得 意 先 減 少 同業者間の競合 人 材 不 足 諸 経 費 増 人 件 費 増 

小 売 業 得 意 先 減 少 同業者間の競合 人 材 不 足 諸 経 費 増 人 件 費 増 

サービス業 諸 経 費 増 人 件 費 増 得 意 先 減 少 人 材 不 足 同業者間の競合 

合   計 人 材 不 足 得 意 先 減 少 諸 経 費 増 人 件 費 増 同業者間の競合 

  ※ 問題点は、各業種とも３つ選択。 

 

○全業種でみると、前回調査で２位だった「人材不足」が１位となり、前回１位だった「得意先減少」が２位

となり順位が入れ代わった。その他の順位に変動は無かった。 

また、業種別でみると製造業、卸売業、小売業では「得意先減少」がトップとなっており、新型コロナウイ

ルス感染症による売上減少等大きな影響を受けていることが伺える。加えて、人材不足や新型コロナウイル

ス感染対策等による諸経費の増加など、それぞれの業界が抱える問題は一層深刻になっていることが伺える。 

  

 

※その他及び具体的な業界の問題点と新型コロナウイルスによる影響についての記載事項 

 

（製造）○新型コロナウイルスの影響は、現時点ではさほど無いが、今後の世の中の動きがつかみづらい。 

    ○設備が老朽化してきているので、更新しなければいけないが、なかなか決断できない。 

    ○年度明けから７月までは客足がまったくなく、８月に入り少し動きが出てきたように感じる。 

        

（建設）○発注開始時期の遅れ、および発注件数の減少による受注の減少。 

        

（卸売）○イベント減少による売上減少。 

    〇飲食店、イベント関連のお客様からの受注減。 

    ○今後の仕事量が見えてこない。 

    ○業界内の会議や会合がなくなり、情報が不足気味。 

     

（小売）○新型コロナウイルスで客足が減少した時期があったが、気に掛けてくれるお客様も多く 

     前向きな考えや行動が出来た。 

    ○例年開催されていた行事が全て中止になり、本当に張り合いのない１年で終わりそう 

     商店街も変わらず人影もまばらで淋しい限りです。以前の活気ある商店街に戻ってほしい。 

 

     

 



 

 

（サービス）○今期売上前年の約７割。来期以降も宴会等団体予約が見込み薄のため厳しい状況が 

       続く。 

      〇新型コロナウイルスの為の諸経費の増加と、イベント等の中止に伴う売上減少と利益の低下。 

      〇宿泊、宴会、会合、法要等、仕出し以外の部門においては軒並み前年比５割程度の売上となっ

ている。宿泊は稼働率が７割程度まで回復しつつも単価が低い状態となっており、売上の回復

は厳しい状況。 

 

 

業 況 

製造業 ⇒ 好転（製麺） 

        悪化（木製品、印刷、菓子、農産物加工、飴、食肉、ビール製造、一般製材 

建具、家具、鋳物製造、石材加工、農業機械金属、石灰製品、帆布製品） 

 

建設業 ⇒ 好転（舗装、給排水） 

悪化（板金、塗装） 

 

卸売業 ⇒ 好転（業務用食品・一般製材） 

        悪化（青果物、鉄鋼、米穀、製菓原材料、酒類、家電、陶磁器、鋼材、医療機器、 

事務機器、種苗、石油製品、建築金物） 

 

小売業 ⇒ 好転（家電、プロパン） 

        悪化（紳士婦人服、自動車、食肉、酒、機械工具、農業機器、靴、時計、花卉、火薬、 

画材、米穀、生鮮食品） 

 

サービス業 ⇒ 好転（なし） 

          悪化（ホテル、クリーニング、ビルメンテナンス、理容、仕出し、自動車賃貸） 

 

             （※太字アンダーライン表示は重複該当業種） 


